
 

寄生虫性肝炎は、主に豚回虫（ぶたかいちゅう）という寄生虫が肝臓に炎症を起こ

して白斑を作る病気です。回虫という名前は、この寄生虫が豚の体内を「回り
ま わ り

」な

がら育つことからつけられました（下図）。本症を認めた肝臓は廃棄されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豚の健康や 

食品衛生上の 

問題！ 

肝臓に多数の白斑！ 

山形県庄内食肉衛生検査所（データ還元担当） 

TEL 0234-45-1285    FAX 0234-42-3850 

⑤糞中に 

 虫卵が出る 

②腸で子虫になり 

肝臓へ移動 

③成長しながら、 

肺→胃→腸へ移動 

④成虫が腸で産卵 

①虫卵を食べる 

⑥飼養環境を汚染 
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（１）環境管理～虫卵の除去～ 

除糞、豚舎の清掃・消毒、長靴の消毒等が有効とされています。 

（２）飼養管理～駆虫薬の投与～ 

繁殖豚、子豚、肥育豚への適切な駆虫薬の投与が有効とされています。 

対策 


